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井
関
農
機
（
冨
安
司
郎

社
長
）
は
７
月
７
日
、
営

農
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
『
Ａ
ｍ
ｏ

ｎ
ｉ
（
エ
ー
モ
ニ
ー
）』

を
公
開
し
た
（
本
紙
７
月

５
日
号
既
報
）。
同
社
で

は
「
各
分
野
を
代
表
す
る

国
内
外
の
企
業
が
参
画
し

（
２
０
２
１

年
７
月
７
日

現
在
37
社
だ

が
、
更
に
募
集
中
）、
各

企
業
か
ら
掲
載
さ
れ
る
コ

ア
な
商
品
情
報
や
技
術
情

報
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た

営
農
・
栽
培
・
先
端
技
術

等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
リ
ア
ル
な
実
演
・
実
証

・
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
一
括

で
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト
。

生
産
者
と
共
に
参
画
企
業

が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
課
題

解
決
を
目
指
し
て
取
組
む

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

た
い
」
と
。

　

掲
載
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

天
気
予
報
、
雨
雲
レ
ー
ダ

ー
、
積
算
温
度
予
測
、
水

稲
生
育
予
測
な
ど
便
利
な

日
々
の
営
農
に
役
立
つ
情

報（
無
料
提
供
は
業
界
初
）

の
ほ
か
、
農
業
の
様
々
な

課
題
を
農
機
メ
ー
カ
ー
と

生
産
者
で
解
決
し
て
い
く

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
７
つ
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

http://amoni.iseki.

co.jp

。

６
万
円
、
「
農
業
経
営
カ
イ

ゼ
ン
導
入
促
進
事
業
」
２
７

７
万
円
な
ど
が
あ
る
。

　

担
い
手
支
援
事
業
は
新
規

就
農
希
望
者
の
誘
致
と
就
農

後
の
定
着
、
次
代
を
担
う
農

業
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
女
性

農
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
、

新
規
就
農
者
（
45
歳
未
満
）

年
間
２
５
０
人
な
ど
を
目
指

す
も
の
。
新
規
就
農
に
向
け

た
研
修
時
や
就
農
初
期
の
経

営
・
生
活
安
定
に
向
け
た
支

援
を
行
う
農
業
人
材
力
強
化

総
合
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　

長
野
県
全
体
の
当
初
予

算
は
対
前
年
度
比
10
・
８

％
増
の
１
兆
４
９
７
億
円

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

予
算
１
５
９
９
億
円
も
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
除

い
た
比
較
で
は
、
同
６
・

１
％
減
の
８
８
９
８
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
農
業
関
係

は
別
掲
の
通
り
。
ま
た
、

林
業
関
係
で
は
、
１
５
６

億
円
を
計
上
し
た
。
ス
マ

ー
ト
林
業
構
築
普
及
事
業

１
５
５
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
ほ
か
、
新
規
事
業

と
し
て
、
森
林
施
業
マ
ッ

プ
整
備
事
業
に
５
０
０
万

円
、
持
続
型
捕
獲
モ
デ
ル

実
証
事
業
に
５
５
０
０
万

円
な
ど
に
取
組
む
。

第3期振興計画達成へ支援
令
和
３
年
度
長
野
県
予
算
を
見
る

当
初
予
算
351
億
円
に

多
様
な
人
材
で
労
働
力
安
定
確
保

　

県
が
ま
と
め
た
令
和
３
年

度
施
策
別
予
算
・
主
要
事
業

の
概
要
に
よ
る
と
、
基
本
方

針
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
含
め
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
へ
の
対
応
」
「
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
、
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
」
「
長
野
県

Ｄ
Ｘ
戦
略
の
具
体
化
」
「
２

０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実

現
に
向
け
た
取
組
」
な
ど
を

重
点
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
「
第
３
期
計
画
」
の
体

系
に
沿
っ
て
「
次
代
へ
つ
な

ぐ
信
州
農
業
」
「
消
費
者
と

つ
な
が
る
信
州
の
食
」
「
人

と
人
が
つ
な
が
る
信
州
の
農

村
」
の
３
つ
の
柱
と
８
つ
の

視
点
に
基
づ
き
、
基
本
目
標

で
あ
る
「
次
代
へ
つ
な
ぐ
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
信
州
の
食
と

農
業
・
農
村
」
の
着
実
な
実

現
を
目
指
す
。

　

８
つ
の
具
体
的
な
視
点
は

次
の
通
り
。
①
次
代
を
担
う

経
営
体
の
育
成
と
人
材
の
確

保
②
消
費
者
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
信
州
農
畜
産
物
の
生

産
③
需
要
を
創
出
す
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
④
本
物
を
味
わ

う
食
と
食
し
方
の
提
供
⑤
し

あ
わ
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る

豊
か
な
食
の
提
案
⑥
持
続
的

な
農
業
生
産
活
動
を
支
え
る

基
盤
づ
く
り
⑦
多
様
な
人
材

の
活
躍
に
よ
る
農
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
⑧
地
域
の
強

み
を
活
か
し
た
農
村
計
画
や

地
域
資
源
の
活
用
。

　

こ
の
う
ち
、
①
の
経
営
体

の
育
成
と
人
材
確
保
で
は
、

「
次
代
の
農
業
を
支
え
る
担

い
手
支
援
事
業
」
11
億
７
２

２
２
万
円
や
「
農
業
労
働
力

安
定
確
保
支
援
事
業
」
６
０

県
産
米
の
高
品
質
化

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
で
収
益
性
向
上

　

視
点
②
の
消
費
者
に
愛
さ

れ
信
頼
さ
れ
る
信
州
農
畜
産

物
の
生
産
で
は
、
先
端
技
術

を
活
用
し
た
農
業
機
器
を
県

が
購
入
し
、
農
業
者
に
無
償

で
貸
し
出
す「
お
試
し
導
入
」

を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す

る
。
ま
た
、
農
業
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
に
「
ス
マ
ー
ト
農

業
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
担
当
」
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ニ

講
習
会
の
開
催
な
ど
で
ス
マ

ー
ト
農
業
の
さ
ら
な
る
導
入

加
速
化
を
図
る
。

　

水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、

県
産
米
の
高
品
質
化
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
生
産
拡
大
、

徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
を
推

進
す
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
等
に
よ
り
需
要
が
減

少
し
た
主
食
用
米
の
適
正
生

産
を
推
進
す
る
た
め
、
麦
・

大
豆
・
高
収
益
作
物
等
へ
の

転
換
を
支
援
し
、
産
地
の
収

益
力
向
上
を
図
る
。

　

果
樹
に
つ
い
て
は
、
実
需

者
評
価
の
高
い
夏
り
ん
ご

「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」や
海
外
需

要
の
高
い「
も
も
」の
生
産
拡

大
、
赤
系
ぶ
ど
う
の「
ク
イ

ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
の
本
格
的

な
デ
ビ
ュ
ー
に
伴
い
、
市
場

評
価
の
向
上
を
促
進
す
る
な

ど
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に

よ
る
収
益
性
の
向
上
を
図
る
。

　

こ
の
う
ち
、
ス
マ
ー
ト
農

業
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を

導
入
し
て
い
る
経
営
体
を
５

８
０
経
営
体
と
す
る
目
標
を

設
定
。「
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

加
速
化
事
業
」
と
し
て
１
２

１
２
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
水
田
農
業
競

争
力
向
上
推
進
事
業
」
に
９

億
９
５
４
２
万
円
を
計
上
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
作
付
拡

大
や
需
要
に
応
じ
た
品
種
転

換
等
を
支
援
す
る「
主
要
穀

物
戦
略
的
産
地
育
成
・
普
及

拡
大
支
援
事
業
」な
ど
。

災害に強い県土づくりを進める

高収益作物への転換等を支援する

　

全
国
２
位
の
り
ん
ご
を
始
め
と
し
た
果
樹
や
高
原
野
菜
な
ど
の
園
芸
作
物
だ
け
で
な
く
、
水
稲
、
畜
産
と
幅
広

い
品
目
の
農
畜
産
物
を
生
産
し
て
い
る
長
野
県
。
そ
の
発
展
に
向
け
、
県
で
は
、
「
第
３
期
長
野
県
食
と
農
業
農

村
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
関
連
記
事
４
面
）
。
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
は

当
初
予
算
で
、
一
般
会
計
３
５
１
億
２
５
９
０
万
円
、
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計
５
８
６
７
万
円
な
ど
を
計
上
。

計
画
の
推
進
に
合
わ
せ
、新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
也
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

も
み
殻
や
樹
木
な
ど
の

バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来

資
源
）
か
ら
製
造
し
た
炭

は
、
古
来
、
田
畑
の
土
壌

改
良
材
と
し
て
用
い
ら
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
炭

を
土
に
混
ぜ
込
む
と
、
農

作
物
の
生
育
を
促
進
す
る

と
と
も
に
農
作
物
の
品
質

が
良
く
な
り
、
収
穫
量
も

増
え
る
こ
と
な
ど
が
、
期

た
。
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
と
は
、
バ
イ
オ
炭
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
量

を
政
府
が
認
証
す
る
仕
組

み
で
、
企
業
な
ど
へ
売
却

し
、
売
却
益
を
農
家
が
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
あ
る
。

　

※
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
の
詳
細
説
明
は
８
月
23

日
号
に
掲
載
。

待
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
近
の
研
究
で

は
、
炭
は
土
壌
中
で
分
解

す
る
こ
と
が
な
く
、
半
永

久
的
に
安
定
に
滞
留
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た

め
、
土
壌
中
で
の
炭
素
隔

離
・
貯
留
の
手
段
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。
稲

や
樹
木
は
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
光

合
成
に
よ
り
成
長
す
る
。

稲
や
樹
木
が
分
解
さ
れ
て

土
に
戻
っ
た
時
や
燃
や
し

た
時
に
は
、
大
気
中
に
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
し

ま
い
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
の
濃
度
は
変
化
し
な

い
。
一
方
、
稲
や
樹
木
を

炭
に
す
る
こ
と
で
、
炭
素

は
炭
と
し
て
固
定
化
さ
れ

る
た
め
、
炭
を
土
に
混
ぜ

込
む
こ
と
に
よ
り
、
炭
素

が
土
壌
中
に
半
永
久
的
に

滞
留
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
球

温
暖
化
ガ
ス
と
し
て
の
二

酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
炭
を
バ
イ

オ
炭
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
つ
ま
り
バ
イ
オ

炭
と
は
、
圃
場
に
施
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
炭
素
貯

留
と
土
壌
改
良
を
同
時
に

達
成
で
き
る
、
炭
の
こ
と

で
あ
る
。
炭
を
土
に
混
ぜ

込
む
こ
と
に
よ
り
、
土
壌

の
通
気
性
や
保
肥
性
を
高

め
た
り
、
土
壌
微
生
物
が

増
殖
・
活
性
化
し
土
壌
の

団
粒
構
造
も
発
達
す
る
。

こ
れ
ら
こ
と
が
、
植
物
の

生
育
を
促
進
す
る
要
因
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
炭
を
用
い
た
炭

農
業
は
、
既
に
数
百
軒
ほ

ど
の
農
家
や
農
業
法
人
が

実
施
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
京
都
府
亀
岡
カ

ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
千
葉
県
北
総
ク

ル
ベ
ジ
な
ど
、
組
織
だ
っ

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
神
奈
川
県
小
田
原

市
環
境
志
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
福
島
県
川
俣
町
で

は
、
試
験
や
実
施
を
検
討

中
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
は
、
昨
年

11
月
に
「
バ
イ
オ
炭
の
農

地
施
用
を
対
象
と
し
た
方

法
論
に
つ
い
て
」
を
発
表

し
、
バ
イ
オ
炭
の
種
類
や

製
造
、
品
質
に
関
わ
る
条

件
や
、
バ
イ
オ
炭
の
施
用

場
所
や
施
用
量
の
確
認
方

法
に
つ
い
て
示
し
、
省
エ

ネ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
並
ん
で
、

バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
を

新
た
な
方
法
論
と
し
て
加

え
た
。
ま
た
同
時
に
「
Ｊ

―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
」
も
発
表
し

始
ま
る「
バ
イ
オ
炭
に
よ
る
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
」

バ
イ
オ
炭
と
は
何
？

売
却
益
を
農
家
が
獲
得
可
能
に

ほ場にまいていた炭がＪ―クレジットの対象に

土中に戻すことでＣＯ２を固定化し、地球温暖化防止にも貢献する

【
吉
澤
秀
治
（
よ
し
ざ
わ　

し
ゅ
う
じ
）】
２
０

１
９
年
明
星
大
学
を
定
年
退
職
し
、
名
誉
教
授
。

在
職
中
は
、
炭
農
業
に
よ
る
炭
素
隔
離
・
貯
留
や
、

有
機
の
水
耕
栽
培
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
開
発
な

ど
。
現
在
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
も

進
め
て
い
る
。
木
質
炭
化
学
会
副
会
長
、
日
本

バ
イ
オ
炭
普
及
会
バ
イ
オ
炭
製
造
販
売
部
会
長

を
務
め
る
。
１
９
４
８
年
東
京
都
生
ま
れ
。

－①－

略
」
を
策
定
し
て
お
り
、
有

機
農
業
の
取
組
面
積
の
大
幅

拡
大
や
持
続
的
な
農
業
生
産

も
資
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
の
推

進
等
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
農
水
省

で
は
持
続
可
能
な
農
業
の
確

立
を
目
指
し
意
欲
的
に

経
営
や
技
術
の
改
善
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
農

業
者
等
を
表
彰
す
る

「
未
来
に
つ
な
が
る
持

続
可
能
な
農
業
推
進
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
を

開
始
し
た
。
表
彰
は
Ｇ

Ａ
Ｐ
部
門（
個
別
経
営

の
部
、団
体
の
部
、人
材

育
成
の
部
）
及
び
有
機

農
業
・
環
境
保
全
型
農

業
部
門
の
２
つ
。
応
募

期
間
は
９
月
17
日
ま
で
。

　

詳
細
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
各
地
方
農
政
局

等
の
生
産
技
術
環
境
課
（
北

海
道
は
北
海
道
農
政
事
務
所

生
産
経
営
産
業
部
生
産
支
援

課
、
沖
縄
は
内
閣
府
沖
縄
総

合
事
務
局
農
林
水
産
部
生
産

振
興
課
）
ま
で
。

　

農
水
省
で
は

農
業
生
産
活
動

の
持
続
性
を
確

保
す
る
た
め
、

農
業
の
自
然
循

環
機
能
を
活
か
し
、
農
業
生

産
に
由
来
す
る
環
境
へ
の
負

荷
を
低
減
す
る
取
組
と
し

て
、
ま
た
、
食
料
の
安

定
供
給
・
農
業
の
持
続

的
発
展
と
地
球
環
境
の

両
立
に
向
け
、
有
機
農

業
を
始
め
と
す
る
環
境

保
全
型
農
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
食
品
安

全
、
環
境
保
全
、
労
働

安
全
、
人
権
保
護
、
農

場
経
営
管
理
等
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
た

め
の
一
連
の
取
組
で
あ

る
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
：
農
業
生
産

工
程
管
理
）
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、先
ご
ろ
、食
料
、

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上

と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦 持続可能な農業推進コン

Ａエ

ー

モ

ニ

ー

ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
公
開
開
始
井
関

農
機
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